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―
―
シ
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ー
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ル
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佐
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Someone

第㊻回

大
川 

時
夫 

氏
（
職
業
能
力
開
発
大
学
校
名
誉
教
授
）

▼
は
じ
め
に

大
川
時
夫
、
88
歳
。
昭
和

９
年
４
月
25
日
、
東
京
都
浅

草
生
ま
れ
。
極
め
て
元
気
な

学
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ゆ
え

に
少
し
あ
や
し
い
好
々
爺
で

あ
る
。

最
新
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

わ
が
国
の
総
人
口
は
、
１
億

２
４
７
１
万
人
で
、
75
歳
以

上
が
１
９
３
７
万
人
、
総
人

口
の
15
・
５
㌫
で
あ
る
と
い

う
。
１
０
０
歳
以
上
は
、
９

万
人
（
女
性
が
８
万
人
、
男

性
が
１
万
人
）
も
い
る
。
高

齢
者
が
、
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
65
歳
以

上
は
、
29
・
１
㌫
で
あ
る
。

世
界
的
に
み
て
も
、
こ
の

数
値
（
65
歳
以
上
の
割
合
）

は
高
く
、
第
２
位
の
イ
タ
リ

ア
の
24
・
１
㌫
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
23
・
３
㌫
を
引
き
離

し
、
30
㌫
台
に
推
移
し
そ
う

な
状
況
に
あ
る
。
主
要
国
で

は
（ 

）
内
に
そ
の
％
を
併

記
す
れ
ば
、
日
本
（
29
・
１

㌫
）、
イ
タ
リ
ア
（
24
・
１

㌫
）、

ド

イ

ツ
（

22
・

４

㌫
）、
フ
ラ
ン
ス
（
21
・
７

㌫
）、
イ
ギ
リ
ス
（
19
・
２

㌫
）、

カ

ナ

ダ
（

19
・

０

㌫
）、
韓
国
（
17
・
５
㌫
）、

ア
メ
リ
カ
（
17
・
１
㌫
）、

中
国
（
13
・
７
㌫
）
の
順
で

あ
る
。

国
力
は
、
人
口
、
特
に
若

い
人
の
パ
ワ
ー
と
考
え
る

と
、
わ
が
国
が
経
済
成
長
を

期
待
す
る
こ
と
は
、
も
は
や

困
難
で
あ
る
と
も
思
え
る
。

だ
が
、
高
齢
者
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
国
力
と
し
て
、
す

な
わ
ち
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

な
パ
ワ
ー
と
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者

は
、「
未
来
の
た
め
の
シ
ル

バ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を

唱
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
重

ね
て
サ
ム
シ
ン
グ
を
獲
得
し

た
い
。
そ
ん
な
意
味
で
、
筆

者
の
先
輩
格
で
あ
る
大
川
氏

を
紹
介
し
、
終
回
に
近
づ
い

る
。
特
に
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ

ス
タ
ン
鉄
道
（
Ｇ
Ｗ
Ｒ
）
の

敷
設
・
建
設
は
有
名
で
あ
る
。

彼
は
、
高
速
・
安
定
・
大
量

輸
送
の
た
め
に
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ソ
ン
の
標
準
軌
を
超
え
た

軌
間
２
１
４
０
㍉
㍍
と
し
た
。

ま
た
、
蒸
気
船
も
ド
ラ
イ

ド
ッ
ク
を
開
発
、
造
船
し
、

船
体
に
隔
壁
を
導
入
し
、
自

作
の
設
計
に
よ
る
プ
ロ
ペ
ラ

ス
ク
リ
ュ
ー
を
導
入
し
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
無
給
炭

で
航
海
す
る
た
め
に
巨
大
船

に
す
る
な
ど
を
実
践
し
た
。

し
か
も
芸
術
性
を
も
た
せ
る

と
い
う
先
進
性
の
あ
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
ブ
ル
ネ
ル
は
、
並
外
れ

て
巨
大
で
か
つ
高
度
な
水
準

の
設
計
や
事
業
推
進
力
で
今

日
に
つ
な
が
る
未
来
を
先
取

り
し
た
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
競
合
す
る
ラ
イ
バ
ル
を
遙

か
に
凌
い
で
い
た
。

結
果
と
し
て
、
大
川
氏
が

ブ
ル
ネ
ル
に
捧
げ
た
「
技
術

職
人
」
と
い
う
呼
び
名
は
、

ブ
ル
ネ
ル
へ
の
大
川
氏
か
ら

の
勲
章
で
あ
る
と
い
え
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
川
氏

の
自
ら
が
歩
ん
で
き
た
キ
ャ

リ
ア
と
も
密
接
で
あ
り
、
日

本
と
日
本
人
が
求
め
て
い
た

先
例
と
し
て
の
技
術
史
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
像
で
あ
っ
た
。

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
川
氏
は
、
東
京
の
浅
草

で
商
家
に
生
ま
れ
た
。
地
元

の
北
豊
島
工
業
高
校
機
械
科

卒
を
卒
業
し
た
。
同
校
は
、

渋
沢
栄
一
が
設
立
発
起
人
と

し
て
大
正
９
年
に
創
立
さ
れ

た
の
で
、
同
氏
自
筆
の
「
順

理
則
裕
」（
理
に
従
え
ば
、

す
な
わ
ち
裕
か
な
り
）
が
、

校
長
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
後
に
お
い
て
渋
沢

を
主
唱
者
と
し
た
財
界
か
ら

の
寄
付
で
設
備
を
充
実
し
、

昭
和
15
年
頃
か
ら
は
松
陰
思

想
に
基
づ
く
「
生
産
実
習
」

が
実
施
さ
れ
、
大
川
氏
も
ブ

ル
ネ
ル
と
同
じ
く
「
技
術
職

人
」
の
教
育
を
受
け
た
。

同
氏
は
そ
の
後
、
鉄
工
所

に
勤
務
を
し
な
が
ら
東
京
都

立
大
学
理
学
部
で
物
理
学
を

専
攻
し
、
理
化
学
機
器
製
造

会
社
に
就
職
、
Ｘ
線
や
真
空

技
術
を
用
い
た
商
品
開
発
や

技
術
の
研
究
開
発
を
行
っ

た
。
そ
の
成
果
は
、
大
阪
大

学
へ
Ｘ
線
工
学
に
関
す
る
研

究
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
工

学
博
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ

た
。
同
氏
は
以
後
、
教
育
研

究
者
と
し
て
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
に
本
部
の
あ
る
労
働

省
管
轄
の
職
業
能
力
開
発
総

合
大
学
校
で
教
授
と
し
て
電

子
工
学
や
機
械
工
学
な
ど
を

講
じ
た
。
そ
の
間
に
は
、
職

業
指
導
に
関
し
て
、
例
え
ば

ド
イ
ツ
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、

諸
国
へ
の
海
外
出
張
調
査
も

出
行
っ
た
。

ま
た
本
校
で
の
教
授
の
ほ

か
北
海
道
職
業
能
力
短
期
大

学
の
校
長
も
務
め
、
地
方
の

職
業
教
育
研
究
に
も
携
わ
っ

た
。
同
校
は
小
樽
市
に
あ
り

北
海
道
全
域
に
出
掛
け
、
学

生
勧
誘
の
ほ
か
人
材
育
成
や

職
業
指
導
を
努
力
し
た
。
小

樽
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
人
大
学

校
を
創
立
し
、
同
市
で
の
モ

ノ
づ
く
り
活
動
を
支
援
し

た
。
そ
の
後
、
裂
き
織
り
な

ど
の
手
工
、
さ
ら
に
は
漆
工

芸
な
ど
の
地
域
の
伝
統
職
に

つ
い
て
も
調
査
研
究
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
定
年
退
職
後
の

日
本
技
術
史
教
育
学
会
で
の

会
長
と
し
て
の
貢
献
に
結
び

た
本
シ
リ
ー
ズ
の

コ
ラ
ム
の
結
論
へ

の
導
き
と
し
た
い
。

▼
技
術
職
人
の

　
名
付
け
親

大
川
時
夫
氏
と

の
出
逢
い
は
、
20

年
も
ま
え
、
日
本

技
術
史
教
育
学
会

の
活
動
で
あ
っ

た
。
筆
者
は
、
機

付
く
こ
と
に
な
っ
た
。

大
川
氏
は
、
定
年
退
職

し
、
現
在
は
名
誉
教
授
ほ

か
、
厚
生
労
働
省
や
日
本
電

子
回
路
工
業
会
の
検
定
委
員

な
ど
も
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

技
術
史
教
育
学
会
顧
問
で
も

あ
る
。

な
お
、
北
海
道
で
は
、
電

力
会
社
と
と
も
に
ゼ
オ
ラ
イ

ト
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

の
研
究
な
ど
も
行
い
、
現
在

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
時
代
に
お
け

る
活
動
と
つ
な
が
り
、
生
き

活
き
し
て
い
る
（
後
述
）。

▼
出
版
著
述
作

 

―
技
術
史
研
究

既
述
の
側
面
で
も
あ
る

が
、
大
川
氏
は
多
方
面
に
わ

た
る
知
識
と
経
験
を
有
し
、

著
術
作
に
お
い
て
は
筆
が
速

い
。
大
学
教
授
で
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
面
は
当
然
で
も
あ

る
が
、
歴
史
や
文
学
か
ら
、

理
工
学
ま
で
博
識
で
あ
り
、

著
述
は
自
由
闊
達
で
あ
る
。

筆
者
は
技
術
史
教
育
学
会
の

会
誌
の
編
集
長
を
10
年
間
担

当
し
て
い
た
が
、
大
川
氏
が

学
会
長
で
あ
っ
た
時
期
と
重

な
る
面
が
あ
り
、
編
集
業
務

で
は
大
い
に
投
稿
依
頼
な
ど

も
行
っ
た
。

そ
の
中
に
、「
Ｉ
・
Ｋ
・

ブ
ル
ネ
ル
に
見
る
暗
黙
知
の

形
成
過
程
に
つ
い
て
」
と
い

う
研
究
ノ
ー
ト
と
い
う
コ
ラ

ム
が
あ
る
。
ブ
ル
ネ
ル
が
暗

黙
知
を
獲
得
し
た
時
期
は
、

む
し
ろ
若
い
時
代
で
の
徒
弟

修
行
に
お
い
て
で
あ
る
と
考

察
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
カ
ン
・
コ
ツ
・
度
胸
の
良

さ
」
を
修
練
す
る
こ
と
が
、

明
示
知
の
ま
だ
備
わ
っ
て
い

な
い
時
期
に
自
助
努
力
で
獲

得
す
る
こ
と
（
獲
得
さ
せ
る

こ
と
）
が
そ
の
下
地
に
な
る

と
い
う
。

こ
れ
は
、
英
国
流
で
は
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の

自
助
論
と
相
通
じ
る
の
で
あ

る
が
、
技
術
史
的
人
間
教
育

の
根
幹
的
行
動
形
態
で
あ
る

と
、
大
川
氏
は
指
摘
し
、
支

持
し
て
い
る
。
88
歳
を
迎
え

て
回
想
し
て
も
、
若
い
こ
ろ

の
「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打

て
」
が
、
暗
黙
知
形
成
の
初

動
で
あ
る
と
、
筆
者
も
理
解

で
き
る
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

▼
水
熱
エ
ン
ジ
ン
開
発

　
―
現
役
エ
ン
ジ
ニ
ア

同
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
発

電
装
置
を
製
造
、
販
売
す
る

計
画
を
着
想
し
た
の
は
や
は

り
20
年
以
上
遡
る
と
い
う
。

小
樽
市
に
あ
る
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
の
校
長
と
し
て
現

役
最
後
の
時
代
で
あ
つ
た
。

そ
の
当
時
、
北
海
道
拓
殖
銀

行
が
倒
産
し
、
行
員
達
の
再

就
職
を
手
助
け
す
る
業
務
を

行
い
つ
つ
、
北
海
道
の
産
業

の
惨
状
を
眺
め
、
何
と
か
し

な
い
と
い
け
な
い
、
と
考
え

て
い
た
。
思
い
つ
い
た
の
が

新
規
事
業
創
設
の
活
動
で
あ

械
工
学
が
専
門
で
、
そ
の
中

で
も
強
度
や
破
壊
、
そ
し
て

そ
れ
を
活
か
し
た
機
械
設
計

を
当
時
研
究
教
育
し
て
い

た
。
情
報
処
理
の
時
代
で
あ

っ
た
が
、
現
実
の
機
械
な
ど

の
モ
ノ
づ
く
り
を
対
象
と
し

て
い
た
。
モ
ノ
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
承
＆
獲
得
す
る

教
育
と
し
て
の
「
技
術
教

育
」
に
も
関
心
が
あ
っ
た
。

日
本
機
械
学
会
に
は
「
技
術

と
社
会
」
と
い
う
部
門
が
あ

り
、
そ
の
「
技
術
史
」
の
活

動
は
、
日
本
技
術
史
教
育
学

会
の
活
動
と
重
な
っ
て
い

た
。
筆
者
は
両
方
の
学
会
で

活
動
し
て
い
た
。

筆
者
の
当
時
の
関
心
と
興

味
は
、
英
国
の
蒸
気
機
関
の

時
代
で
の
急
速
な
社
会
変

革
、
そ
れ
は
「
ポ
ス
ト
産
業

革
命
」
と
い
わ
れ
る
産
業
革

命
後
の
、
社
会
へ
の
新
技
術

の
浸
透
や
波
及
、
あ
る
い
は

発
達
や
発
展
に
つ
い
て
で
あ

っ
た
。
別
の
言
い
方
を
す
れ

は
、
百
花
繚
乱
す
る
産
業
＆

社
会
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
掛
け
人
に
つ
い
て
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
時
代
の
代
表
的

な
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
、
イ
ザ
ム

バ
ー
ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ

ル
ネ
ル
（
１
８
０
６
～
１
８

５
９
年
）
が
い
た
。

こ
の
ブ
ル
ネ
ル
と
そ
の
父

マ
ー
ク
の
事
績
を
日
本
に
紹

介
す
る
役
割
を
行
っ
て
い
た

の
は
、
不
肖
筆
者
で
あ
る
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
そ
の
名

を
冠
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ル

ネ
ル
大
学
に
滞
在
し
て
、
彼

ら
の
革
新
的
な
事
績
に
す
っ

か
り
感
化
さ
れ
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
機

械
学
会
の
技
術
と
社
会
部
門

や
、
日
本
技
術
史
教
育
学
会

に
お
い
て
、
ブ
ル
ネ
ル
の
技

術
史
研
究
と
し
て
調
査
研
究

し
た
結
果
を
シ
リ
ー
ズ
で
講

演
発
表
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
動
き
に
同
調
し
協
力
推

進
、
自
ら
も
展
開
し
て
く
れ

た
の
が
大
川
時
夫
氏
で
あ
っ

た
。当

時
、
大
川
氏
は
、
日
本

技
術
史
教
育
学
会
の
会
長
を

し
て
い
た
。
そ
れ
は
前
述
の

よ
う
に
、
い
ま
か
ら
20
年
く

ら
い
前
で
あ
っ
た
が
、
や
が

て
運
命
の
２
０
０
６
年
が
近

づ
い
て
き
た
。
そ
の
年
は
、

ブ
ル
ネ
ル
生
誕
２
０
０
年
記

念
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
合
わ

せ
二
人
の
展
開
が
始
ま
っ

た
。
大
川
氏
は
ブ
ル
ネ
ル
の

伝
記
の
英
語
本
を
翻
訳
し
、

『
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ

ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
の
生
涯
と

時
代
―
産
業
革
命
を
演
出
し

た
快
男
児
』
と
し
て
出
版
し

た
。
そ
の
た
め
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
技

術
史
出
版
会
と
い
う
出
版
社

も
創
立
し
た
。
筆
者
は
、
ブ

ル
ネ
ル
の
伝
記
の
紹
介
本

を
、『
ブ
ル
ネ
ル
の
偉
大
な

る
挑
戦
―
時
代
を
超
え
た
エ

ン
ジ
ニ
ア
』
を
日
刊
工
業
新

聞
社
か
ら
発
刊
し
た
。
翻
訳

本
の
出
版
に
際
し
て
は
、
大

川
氏
と
筆
者
、
総
勢
４
人
で

英
国
に
出
掛
け
、
原
著
者
の

ロ
バ
ー
ト
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
教

授
に
出
版
交
渉
に
出
掛
け

た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
２

０
０
６
年
に
、
千
葉
県
の
現

代
産
業
科
学
館
で
、「
ブ
ル

ネ
ル
生
誕
２
０
０
年
記
念
行

事
」
を
開
催
し
た
。

ブ
ル
ネ
ル
父
子
は
、
挑
戦

者
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ

り
、
技
術
の
開
発
者
で
あ
っ

た
。
特
に
強
調
す
べ
き
は
、

ブ
ル
ネ
ル
以
前
の
大
方
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
は
、
徒
弟
的
職
人

と
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
た

側
面
が
あ
る
。
し
か
し
ブ
ル

ネ
ル
は
、
科
学
と
技
術
の
基

礎
、
す
な
わ
ち
数
学
と
力

学
、
そ
し
て
製
図
法
を
身
に

着
け
、
現
場
教
育
も
受
け
、

そ
れ
を
裏
打
ち
と
し
て
設
計

開
発
し
、
事
業
を
実
践
し

た
。
ブ
ル
ネ
ル
は
学
者
で
は

な
か
っ
た
が
、
科
学
や
技
術

の
知
識
を
適
用
し
、
事
業
化

し
た
。
ゆ
え
に
、
自
身
で
は

確
証
を
得
て
い
た
が
、
ほ
か

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
時
代
か
ら

す
る
と
未
知
の
挑
戦
と
誤
解

さ
れ
た
り
し
た
。

イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ

ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
を
概
括
す

れ
ば
、
19
世
紀
に
生
じ
た
蒸

気
機
関
に
基
づ
く
船
舶
や
鉄

道
と
い
う
輸
送
革
命
を
先
導

的
に
設
計
開
発
し
た
と
い
え

っ
た
。
道
内
各
地
に
あ
る
機

能
物
質
ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
使
っ

た
発
電
装
置
の
特
許
権
を
獲

得
し
た
【
註
１
、
２
】。

定
年
後
、
発
電
装
置
の
試

作
開
発
を
栃
木
県
足
利
工
業

大
学
に
て
着
手
し
、
基
礎
実

験
５
年
を
経
て
２
０
１
５
年

に
千
葉
県
大
多
喜
町
の
山
間

僻
地
へ
研
究
開
発
の
拠
点
を

移
し
て
、
商
品
試
作
を
進
め

て
き
た
。
以
来
７
年
の
歳
月

が
流
れ
、
商
品
試
作
が
終
わ

り
、
現
在
、
商
品
開
発
へ
臨

も
う
と
し
て
い
る
。
当
地
の

地
域
事
情
を
活
か
す
と
全
国

農
業
家
向
け
の
全
国
的
な
産

業
規
模
を
構
築
し
、
現
在
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
と
産
業
育

成
＆
人
材
育
成
を
志
向
し
て

い
る
。
山
間
へ
き
地
の
経
済

再
生
へ
の
道
筋
と
掲
げ
て
い

る
と
説
く
。
そ
の
技
術
概
念

は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

①
開
発
装
置
で
は
機
能
物
質

と
し
て
、
珪
酸
化
合
物
〈
ゼ

オ
ラ
イ
ト
〉
を
使
用
す
る
。

化
石
燃
料
を
用
い
な
い
固
体

ボ
イ
ラ
ー
と
、
高
速
回
転
体

の
気
体
圧
縮
ポ
ン
プ
を
用
い

て
蒸
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
水
準
を

高
め
る
と
、
ボ
イ
ラ
ー
の

〈
自
励
的
昇
温
機
能
〉
で
高

温
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積
状
態

に
準
備
状
態
が
立
ち
上
が
る
。

②
そ
の
準
備
状
態
の
炉
体
内

部
へ
低
温
度
の
外
部
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
増
幅
器
と
し
て
の

熱
交
換
器
を
経
て
高
温
度
化

し
た
水
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
入

力
す
る
と
、
ボ
イ
ラ
ー
内
部

の
過
熱
蒸
気
が
更
に
高
水
準

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
運
動

量
と
し
て
炉
体
か
ら
外
部
、

脱
着
放
出
さ
れ
る
。
放
出
さ

れ
た
過
熱
蒸
気
は
カ
ル
ノ
ー

サ
イ
ク
ル
で
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

の
回
転
力
伝
達
を
経
て
発
電

機
に
依
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

を
経
て
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

出
力
が
得
ら
れ
る
。

③
こ
の
電
気
的
出
力
は
蓄
積

装
置
と
し
て
内
部
エ
ネ
ル
ギ

ー
循
環
と
外
部
消
費
電
力
と

し
て
負
荷
へ
供
給
す
る
プ
ロ

セ
ス
が
生
ま
れ
る
。

④
低
温
度
水
か
ら
高
温
度
・

高
圧
状
態
の
蒸
気
を
生
成
さ

せ
る
熱
交
換
器
と
し
て
の
存

在
は
従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
装

置
に
は
な
い
技
術
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
装
置
は

化
石
燃
料
を
極
力
使
わ
ず
、

物
理
的
状
態
変
化
と
機
械
技

術
的
手
法
で
実
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
産
み
出
す
仕
組
み
で
あ

り
、
結
果
と
し
て
高
度
な
熱

学
的
か
つ
機
械
技
術
産
業
が

再
生
す
る
契
機
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

▼
お
わ
り
に

大
川
氏
は
、
２
年
前
に
心

臓
弁
の
人
工
臓
器
化
手
術
を

受
け
た
が
、
術
後
回
復
の
速

度
は
担
当
医
師
も
驚
く
も
の

で
、
現
在
は
知
力
も
体
力
も

術
前
を
維
持
し
て
い
る
。
自

然
豊
か
な
山
間
の
観
光
地
で

の
暮
ら
し
か
と
思
え
ば
、
東

京
の
都
心
で
技
術
開
発
の
ビ

ジ
ネ
ス
ト
ー
ク
や
学
会
発
表

を
な
お
行
う
シ
ル
バ
ー
パ
ワ

ー
の
持
ち
主
で
あ
る
。
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
い
る

の
は
、
実
は
筆
者
自
身
か
も

し
れ
な
い
。
記
し
て
お
礼

と
、
事
業
の
達
成
を
願
い
、

か
つ
協
力
も
惜
し
ま
な
い
。

【
註
１
】
加
熱
水
蒸
気
生
成

装
置
、
発
電
船
及
び
接
続
ロ

ボ
ッ
ト
、
特
許
第
４
６
２
１

８
１
６

【
註
２
】
空
水
熱
発
電
シ
ス

テ
ム
、
特
許
第
６
５
７
１
３

２
２

プレゼン中の大川時夫氏

大川氏の翻訳本
『ブルネルの生涯と時代』

（技術史出版会、2006年発行）


